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平成 19 年 10 月 16 日 
各      位 

会 社 名  出 光 興 産 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 天 坊 昭 彦 
（コード番号：5019    東証第１部） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 中間期までの業績の動向等を踏まえ、平成 19 年８月１日に公表しました平成 20 年３月期中間期（平

成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日）の業績予想を修正いたしました。また、通期の業績予想につ

いても併せて見直しを行い修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

                                              

記 
 

１． 平成 20 年３月期の連結業績予想数値の修正 

（１）中間期（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前  回  発  表  予  想 （Ａ） 1,730,000 27,000 29,000 7,500 

今  回  修  正  予  想 （Ｂ） 1,690,000 36,000 41,000 14,000 

増      減      額 （Ｂ－Ａ） △40,000 9,000 12,000 6,500 

増   減   率    （％） △2.3 33.3 41.4 86.7 

前期実績（平成 19 年３月期中間） 1,654,627 40,462 41,280 10,324 

 
（２） 通期（平成 19 年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前  回  発  表  予  想 （Ａ） 3,670,000 87,000 86,000 29,000 

今  回  修  正  予  想 （Ｂ） 3,620,000 78,000 82,000 29,000 

増      減      額 （Ｂ－Ａ） △50,000 △9,000 △4,000 － 

増   減   率    （％） △1.4 △10.3 △4.7 － 

前期実績（平成 19 年３月期） 3,394,738 102,813 107,536 41,591 
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２． 平成 20 年３月期の個別業績予想数値の修正 

（１）中間期（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前  回  発  表  予  想 （Ａ） 1,600,000 12,000 15,000 6,000 

今  回  修  正  予  想 （Ｂ） 1,560,000 12,000 18,000 9,000 

増      減      額 （Ｂ－Ａ） △40,000 － 3,000 3,000 

増   減   率    （％） △2.5 － 20.0 50.0 

前期実績（平成 19 年３月期中間） 1,522,834 15,262 12,969 1,692 

 

（２）通期（平成 19 年４月１日 ～ 平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前  回  発  表  予  想 （Ａ） 3,400,000 42,500 39,000 17,500 

今  回  修  正  予  想 （Ｂ） 3,350,000 26,000 27,000 11,000 

増      減      額 （Ｂ－Ａ） △50,000 △16,500 △12,000 △6,500 

増   減   率    （％） △1.5 △38.8 △30.8 △37.1 

前期実績（平成 19 年３月期） 3,107,842 58,327 53,981 22,811 

   

３．修正の理由 

（中間期） 

原油価格が高止まりする中、夏場以降の需要低迷を受け、中間留分等の石油製品の市況が低下し、

マージンは大幅に縮小いたしました。しかし、中間期末に予定していた高値の原油入着遅れにより、

コストが下期へずれ込んだことや、経費の見直しに取り組んだ結果、連結業績予想においては、営

業利益は 90 億円の増益となる見通しです。 

経常利益は、為替差益などが増加し、前回予想対比 120 億円の増益となる見通しです。 

中間純利益は、保有するタンカーの売却益などがあり、140 億円と前回予想対比 65 億円増益の見

通しです。 

（通期） 

通期見通しは夏場以降の石油製品・石油化学製品でのマージン縮小と下期への影響を織り込み、

引き続き厳しい収益状況が続くと判断しました。連結業績予想において営業利益は、前回予想対比

90 億円減の 780 億円となる見通しです。 

経常利益は、配当収入の増加などがあり、前回予想対比 40 億円の減益となる見通しです。 

タンカー売却益を特別利益に織り込み、当期純利益は前回予想額の290億円を修正していません。 

（尚、在庫評価方法には後入先出法を採用しています） 
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（前提条件） 

  通期業績予想は以下の前提条件により算出しています。 
    （単位：ﾄﾞﾙ／ﾊﾞﾚﾙ、ﾄﾞﾙ／ﾄﾝ、円／ﾄﾞﾙ） 

 前回予想 今回予想 増減 
原油価格（ドバイ原油） 68.7 68.7 － 
ナフサ価格 679 686 ＋7 
為替レート 121.9 117.7 △4.2 

注) 今回 10-3 月前提：原油価格 70.0 ﾄﾞﾙ／ﾊﾞﾚﾙ、ナフサ価格 689 ﾄﾞﾙ／ﾄﾝ、為替レート 115.0 円／

ﾄﾞﾙ 
 
※ 上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

以  上 
 
 

～ お問い合わせ先 ～ 
出光興産株式会社 広報室広報課 ＴＥＬ：03－3213－3115 

URL http://www.idemitsu.co.jp 


